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先端電子技術応用研究所
超伝導と磁気の技術を世界に向けて発信
当研究所で開発した脳磁計の技術は民間企業に技術移
管され、医療機器あるいは脳機能研究の機器として販売
され、顧客は日本国内だけではなく、北米、欧州、豪州、中
東、アジアにも広がっています。開発された脳磁計の今後
の応用範囲を拡大するための研究も進めています。また、
脳磁計で培ったデバイス技術や計測解析に係わるシステ
ム化技術は、脊磁計や心磁計などの生体磁場測定システ
ムにも応用され、今後の産学連携により、実用化を待つ
ばかりになっております。その他、地磁気モニターシステ
ム、非破壊検査システムなどへの応用研究も進めており、
近い将来の実証を目指しています。さらに、地磁気の50兆分の1の大きさの磁場も計測できるような環境（attoMAG）の構築に向けての研究も行っています。

▲SQUID磁気センサの磁場入力に対する電圧出力の波形。▲脳磁計の性能を確認するための検査標準
（ファントム）の校正を行っている様子。

RESEARCH THEME : 研究テーマ

脳磁計応用研究
・脳磁計の応用範囲を拡大するための研究や、脳磁計の使いやすさの向上の研究を行います。
脊磁計の研究開発
・従来不可能だった脊髄疾患について非侵襲的な機能診断ができる医療機器の開発を目指しています。
超低磁場磁気共鳴画像（ULF-MRI）
・脳磁計や脊磁計に組み合わせるための超低磁場MRI計測装置の開発をしています。
高感度地磁気計測
・地球の大きさや電離層の高さで決まる定在波共鳴の検出や地震発生に伴う電磁波放射の検出を目指した観測を

行っています。

研究キーワード
・微小磁気計測
（生体磁気計測、地磁気計測、非破壊検査など）

・超伝導磁気センサ
（SQUID）

・脳磁計（MEG）および
脊磁計（MSG）の開発と応用

・超低磁場磁気共鳴画像
（ULF-MRI）

ほか
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Optoelectronic Device System R&D Center

光電相互変換デバイスシステム研究開発センター
太陽電池や発光ダイオードの材料・デバイスからシステムまでの開発を目指す

「光電相互変換」とは、光→電気、電気→光の変換を意味します。前者は太陽電池、
後者は発光ダイオード（LED）や半導体レーザなどが該当しますが、これらのデバイ
スは、すべて化合物半導体や蛍光体材料から作られており、多くの共通点を持って
います。光電相互変換デバイスシステム研究開発センターでは、これらの材料（化合
物半導体や蛍光体材料）の研究から、それらの材料を用いた太陽電池、LEDなどの
デバイスの研究開発、さらには、これらの研究を接続するIoTを実現するための情報
通信システムの開発・国際標準化まで行っています。また、さらに究極的な応用とし
て、完全閉鎖系の植物・キノコ工場用の至適生育用LED光源を用いた人工照明装置
や、光線利用による物理的害虫防除光源装置などの開発も行っています。

▲ガラス基板の洗浄・切断・成膜システム
RESEARCH THEME : 研究テーマ

酸化物半導体を用いたデバイス開発
・亜酸化銅（Cu2O）太陽電池の開発
・酸化亜鉛（ZnO）系透明導電膜の開発
窒化物半導体の材料物性の研究
・緑色半導体レーザの高性能化
・白色LED・紫外線LEDの高性能化
新規蛍光体の創製と
次世代発光デバイスへの応用研究
・高効率ナノ粒子蛍光体の開発
・フレキシブル照明の開発

植物・キノコ工場の生育環境システムの研究
・生育用LED照明光源の開発
・SPA/SMAシステムの生育制御装置の開発
・磁性流体による生体電気生理特性の研究
光線利用による物理的害虫防除装置の開発
・網膜電位計測による光応答特性の研究
・ヤガ類の防除光源装置の開発
IoTアプリケーションと通信方式の研究
・スマートシティ向けアプリケーション開発
・制御系用途向けネットワークの研究
・IoT向け軽量化通信プロトコルの研究

研究キーワード

ほか

扇が丘キャンパス

・ 窒化物半導体
・ 発光ダイオード（LED）
・ 半導体レーザ
・ 酸化物半導体
・ 透明導電膜
・ センサー
・ 電子回路
・ 太陽電池
・ 次世代酸化物機能性デバイス
・ 蛍光体
・ ナノ粒子
・ 次世代発光デバイス
・ 植物工場

・ キノコ工場
・ SPA/SMA制御
・ 磁性流体
・ 害虫防除
・ 網膜電位
・ LED型防除光源
・ 通信プロトコル
・  IoTプラットフォーム
・  リアルタイムコミュニケーション
・  スマートシティ
・  ICT国際標準化
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